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グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
掛
で
代
地
餅
部
1
.
大
典
の
壮
大
43
地
物
の
光
岡
隅
の

山
角
が
之
に
充
て
ら
れ
､地
質
解
放
に
政
雄
教
室
と
孤
で
二
倍
(I
"i
n
OO
r)

主
二
階

(211d
B
oor)

と
九
･併
用
し
て
僻
ま
ず
､
立
位
_

A
lex
an
d
e
r

s
teven
s
(芦

A
･B
･
Sc
)で
す
､
私
が
艶
宝
ね
御
許
わ
し
よ
し
七
時
'
戊

は
講
読
岬
間
の
同
僚
で
あ
っ
iIlに
も
係
は
ら
ず
'懇
切
に
御
衆
内
T
ru
れ
'

後
は
助
手
の

G
･
1㌢
1m
es
流
が
代
て
累
内
し
て
ti
L
il
の
.で
完
全
に
粍

艶
で
打
,串
が
出
水
よ
し
iI
､
御
厚
意
に
糾
し
托
-
感
謝
し
て
屑
ま
で
､
大

祭
は
倫
敦
過
の
敦
棚
瓦
の
鉱
物
と
は
典
で
.ー
ス
n
ツ
J
･,プ
リ
下
に
多
-.･見

ろ
ポ
je.:Jの
放
物
で
､
外
親
は
非
常
に
立
派
で
あ
り
ま
ず
が
'
室
内
は
光
紙

の
関
係
が
麗
く
Y

i
椴
に
陰
樹
で
す
'
地
顔
教
室
も
同
様
で
､
教
室
に
蛍

S<.階
段
は
拓
く
純
-､
鳩
巣
で
､
丁
既
各
地
で
お
暇

に
か
ゝ
り

･･H甘
城
内
み

辿
る
感
が
あ
り
ま
す
､
其
の
三
倍
が
地
興
部
で
､
中
央
に

暗
い
脚
下
が
在

り
､
両
側
に
教
室
が
耽
る
ら
し
い
'
共
の
布
側
の
細
い
浩
聖
よ
が
る
と
'

小
さ
い
宝
が
両
側
に
在
る
､
誠
に
カ
二
間
･J
L
か
考
へ
ら
れ
な
い
､
天
井

も
低
く
光
の
高

い
カ
で
あ
る

S
teJ,en
S
枇
控
に
は
頭
が
つ
か
(
る
獄
で
み

ろ
t
i
カ
が
鰍
帽
の
室
､
他
は
軌
.#
笠
で
か
ろ
'
Elt地
物
の
巾
虫
に
促
し

て
居
る
の
で
陰
陽
iIt弔
限
り
が
LT
g
い
､
窓
の
函
園
に
は
洋
棚
か
僻

へ
､
中

イ

ギ

リ

ス

便

り

(
川
)

寺

田

貞

衆

典
に
串
千
九
殻
て
あ
る
が
･
巷
考
甘
>･J
ど
ダ
/
､IJ
;i<
く
,
サーは
臥
叱
り
紙
片

が
乱
和
に
散
乱
し
て
堺
{.'鮎
か
ら
兆
し
て
底
の
控
京
と
し
か
#
L終
さ
れ
S･J

ん
だ
､
此
の
室
の
奥
は
外
部
に
印
し
七
富
で
､
教
室
で
釣
る
'
明
る
i
蜜

で
M

I
P
･rOO･Ln
に
TTj
つ
て
居
り
､
階
段
式
に
設
備
L
t
左
側
の
壁
に
藤
棚

か
荘
rq
,地
脚
に
閥
す
る
藩
考
雷
か
親
し
'
故
旬
の
男
女
鱒
収
が
呼
習
に
従

事
し

て
朋
iL
'
都
下
の
充
側
即
ち

約
控
室
の
向
側
､
大
挙
雑
物
の
内
廃
に

前
し
㌣
カ
に

一
案
が
在
る
'だ
い
ぶ
大
き
心
室
で
､講
義
室
1.J
か
ろ
'
五
六

十
銘
5
.1上
は
儀
に
収
容
し
柑
る
磯
さ
で
あ
t<･'
階
段
式
に
設
備
L
何
代
に

は
地
圃
m
fと
か
け
ら
れ
て
あ
る
ー
地
の
仙
教
室
の
階
下
即
ち

ISt
n
oor
に

倍

一
室

恥
在
ろ
う
之
も
純
増
額
で

1
瀞
脱
大
t･藤

牧
式
教
室
も
bTi
し
て
居

る
､
教
室
に
兜
づ
･71れ

だ
け
で
畳
替
習
､
横
木
;iJ
と
も
触
り
見
散
ら
ず
'

誰
傭
完
全
と
も
考
へ
ら

れ

屯
か
つ
LL
'
相
即大
功
に
於
H
tc･地
学
部
は

1
九

〇
九
年
に
初
め
て
般
託
さ
れ
γ
の
.で
､
1･I･
G
･
L
y
on
s
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R
･
S
･)
氏

が
最
初
の
主
任
と
な
り
､
J
.I)･
F
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ne二
芦

A
D
･
Sc)
流
布
経

て
1

1
九

山
九
jti･以
雑
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㌧SLcv
C
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武
に
及
ん
だ
の
せ

r
日
猶
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い

が

戊
の
訴
カ
に
依
り
偏
L
TTj
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授
法在
と
り
､
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p
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,
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,
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等
の
講
車
の
他
常
習
に

i

重

さ
か
置
か
れ
て
屑
ろ
､
桑
考
管
と
し
て
に

G
re叫
Ory
,
G
eo
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;

h
T.LIL
Em
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･
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叫
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m
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H
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P
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S
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p
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e
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E
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u
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a
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C
o
m
m
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g
eog
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P
h
y
;
L
la
cF
plk
l
n

e
.
E
conom
ic
g
eog
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p
71y
･

辱
み
使
用
し
て
周
り
'
其
研
究
按
の
.傾
向
奪
つ
か
.J
ふ
革
が
出
水
よ
す
｡

<
'
A
b
erd
een

t
F
エ
デ

ン
パ
ラ
か
ら

S
c.
tTa
nd
の
最
北
に
在
る

A
berd
een
み
訪

問
し
ょ
L
六

､
ア
パ
ヂ
-
ソ
大
挙

は
市
の
中
嶋
に
任
し
､
周
囲
人
家
に
増

し
て
居
り
.
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
挙
の
擬
t･T<形
腸

の
地

を
占
め
て
周
ら
ぬ
の

で
'
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
棟
,5
倍
郡
か
皇
L
得
な
い
の
は
揖
憶
で
は
あ
り
ま
す

が
~
塊
の
地
方
特
魔
の
赤
花
関
岩
泣
の
堂
々
iI
ろ
縫
物
で

あ
り
ま
す
､
ケ

ン
ブ
リ
ツ
デ
､
サ
グ
ス
フ
オ
ー
21
私
勧
め
英
問
各
地
に
剃
る
と
同
校
中
盛

か
傭
ふ
ろ
カ
形
の
放
物
で
､
門
み
,(
り
申
磨
み
隔
て
1
突
懲
り
に
高
大
;ij

C
h
u
rch
が
在
り
'
其
の
嗣
側
は

M
u
seu
n

に
,Iよ
っ
て
悟
る
'
光
側
は

E
th
no
N
ra
P
h
y
､右
側
は

N
atu
rp
l
history
の
M
useu
m
で
あ
る
､
敬

宴

'
研
究
室

も
之
と
嬉
賭
し
て
周
る
､
地
餅
の
軟
寅
は
水
飴
入
口
の
耗
ぐ

右
脚
に
任
し
､叔
蝿
盛
,､脚
東

川榊
州に
地
層
八教
室
の
上
部
に
潜
っ
て
ht泊
る
､

姉
∬
懸

軍

二
娩

二
六

五

〇

建
物
の
最
上
部
研
部
局
純

真
が
之
に
充
て
ら
れ
て
居
る
ー
生
理
畢
織
豊
や

地
質
堪
教
室
S
t.九
傭
L
y
居
る
の
に
比
す
る
と
､
地
壌
教
案
は
掻
く
簡
亀

で
粗
末
で
あ

る
ー
粕
噌
い
蔀
淡

い
廊
下
ね
博
て
祈
-
と
其
の
fi'箇
り
が
教

室
で
あ
る
t
.柑
問
に
八
開
の
長
方
形
の
賓
で
,
嵐
の
眉
根
基
で
天
井
-
低

-
北
側
に

1
個
の
窓
が
和
ろ
だ
け
で
ー
佃
は
尾
根
か
痛
手
韻
に
し
て
光
線

も
と
っ
て
居
ろ
に
過
ぎ
ん
'
梅
-
陰
嵐
hT<
数
寄
と
も
考

へ
ら
れ
な
い
捺
,.TJ

宝
で
あ
る
､
富
の
中
央
に
二
脚
の
大
卓
十
ftiJ準

え
'
北
への
何
奴
,に
増
し
て

小
形
の
艇
他
用
机
か
十
五
六

7
列
に
地
べ
て
あ
っ
た
'
宝
の
村
側
入
口
の

海
側
に
典
故
み
か
け
'
餌
取
付･t致
噂
存
置
与
'
其
反
射
の
伽
に
幻
燈
機
を

軸
旋
L
t
損
板
の
前
に
白
布
か
下
し
得
る
糠
に
出
水
て
屑
i1
'
周
閏
の
壁

(牧
場
)に
は

1
滴
に
各
郡
の
掛
圏
を
か
け
､
正
卿
の
壁
に
は

A
Ip
eTlla
n
･

d
er,
G
reece

及
び
伊
太
利
倣
わ
ー
左
側
に
は
欧
洲
地
苗

ー
塊
旬
樹
､

欺

洲
臨
'
坤
準
食
掛
'
加
奈
陀
齢
'

和
布
壁
に
は
伊
大
利
圏
'
政
道
金

団
､
環
流
､
備
闇
四
'
露
四
取
囲

,th
か
け
'
幻
僚
機
の
篠
壁
に
は
E
th
n
?

g
rap
tLica
l

hqap

が
か
け
て
あ
っ
㍗
､
地
階
は
英
餅
製
も
多

い
が
濁
過

G
o
th
p
の
′
J
u
stu
s
P
e
rth
es
の
圏
も
少
く
な
か
っ
た
､室
内
の
机
の
上
に
は

全
髄
に
披
て
各

7
漸
う
1
の
癒
煤
の
典
L

A
tlas
私
設
て
滞
る
､
飴
2
･地

国
許
蛾
.(
て
あ
る
の
で
､
致
室
生
東
ふ
よ
り

も
蛾
囲
悦
列
宴
の
憤
怒
免
が

L
i1
'
教
室
は
盈

7
つ
で
あ
る
が
其
傍

に
小
さ
い
室
が
二
(
附
擬
し
て
尉

t{･'

.J
つ
は
敬
憲
の
入
口
に
封
す
る
側
に
在
っ
て
､
嵐
に
教
授
用
具
の
置

場
で
'
抽
出
付
S
地
掛
箱
､
地
銀
俄
､
B
F
Ck
g
tob
e
私
淑
し
'
梯
払
超

I,J
掛
樹
か
保
存
し
て
居
i
l､
今

f
つ
の
宝

は教室
に
入
る
廟
TL
の
左
側
､

鞭
宝
の
す
ぐ
隣
に
在
る
､
カ
ニ
圃
e
E小
宴
で
教
授
室
で
あ
る
､姐
か
焚
き
1

本
茄
､
机
か
備
え
て
腐
る
'
紙脚
載
り
時
引
か
け
て
出
る
鬼
州
い
教
搾
取
も
.雉
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れ
る
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､
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M
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r
大
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れ
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､
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地
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栂

せ
ら
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懇
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n
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受
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取
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等
で
経
,%
抽
選
に
東
さ
か
殴
t･J居
ろ
根
に
見
え
､
共
の
研
究
の
カ
針
も
時

々
推
森
は
出
水
る
け
れ
ど
も
ー
教
授
は
氏

]
人
で
あ
り
何
だ
か
も
の
さ
み

し
い
様
な
感
に
-
i1
れ
t
'
妹
に
教
室
が
地
陶
の
脱
党
骨
塊
に
な
っ
て
居

る
な
ど
'如
何
に
陳
列
好
の
英
国
と
は
云
へ
飴
り
好
感
か
典

へ
七
か
つ
i
1
.

教
授
は
却
々
懇
切
で
ta
つ
く
り
と
し
て
行
け
､
何
時
に
は
識
磯
が
す
む

か

チ
ー

ら
､
茶

で
も

一
所
に
飲
ん
で
御
託
和
し
よ
う
と
読
ふ
て
下
し
て
居
ナ
い
け
れ

ど
も
､
自
分
に
散
晶

ろ
汲
定
で
暇
が
な
い
の
で
辞
し
去
り
､
階
段
の
盛

で
丁
按
拭
て
雑
ら
れ
穴
教
授
夫
人
に
出
食
ひ
､
助
手
の
耕
介
で
御
挨
拶
申

し
i1
｡
之
に
反
し
'
地
質
の
教
室
は

£
-
完
備
L
i1
も
の
ら
し
-
考

へ
ら
れ
'

地
輿
教
室
の
隅
下
.(2ud
flo
･Jr)
の
一部
が
之
に
充
て
ら
れ
て
居
り
'
率

い

脚
下
の
両
側
に
十
九
繋
衣
ろ
ー
廊
下
の
瀬
側
け
戯
初
が
鱗
璃
室
で
'
其
の

奥
に
小
さ
い
坤
僻
室
が
二
つ
附
威
し
て
居
り
､
其
の
典
ほ
煉
列
室

(M
u
s?

u
m
j

に
な
っ
て
替
り
､
獅
TL
の
発
側
は
入
口
に
近

い
虞
は

R
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lJさ
o
rltO
ry
で
'
其
の
典
に
階
段
船
岡
て
1
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縫
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潔
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叱
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収
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滞
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岩
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迫
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叫
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追
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b
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あ
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わ
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滞
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茂
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襲
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瀬
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櫨
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縮
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薄
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